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平成 25 年度(2013 年度) 第 1 回箕面市都市計画審議会 議事録 

 

●日 時  平成 25 年 5 月 27 日(月曜日) 

       午前 10 時 00 分開会  午前 11 時 00 分閉会 

 

●場 所  箕面市議会委員会室 

 

●出席した委員 

   会 長   増田 昇   氏 

   委 員   木多 道宏  氏 

   委 員   滝口 広子  氏 

   委 員   段中 弘   氏 

   委 員   弘本 由香里 氏 

委 員   松村 暢彦  氏 

委 員   印藤 文雄  氏 

委 員   岡沢 聡   氏 

   委 員   神田 隆生  氏  

委 員   中井 博幸  氏 

委 員   永田 義和  氏 

委 員   森 章    氏 

委 員   泊 詳紀   氏 

委 員   永石 辰也  氏 

委 員   米田 順子  氏 

委員 15 名 出席 

    

●審議した案件とその結果 

案件１ 箕面森町（水と緑の健康都市）地区の都市計画変更の検討状況について

【報告】 

   

●事務局（野口） 

定刻になりましたので、ただ今から、

平成２５年度第１回箕面市都市計画審

議会を始めさせていただきます。 

まず始めにマイク操作の確認をさせ

ていただきます。テープの録音とこのマ

イク操作とが連動しており、後の議事録

作成にも影響がございますのでよろし

くお願いします。 

各委員におかれましては、発言前に前

のマイクの青いボタンを押してからご

発言をお願いいたします。次の方が発言

される場合には、次に発言される方がご

自分の前の青いボタンを押していただ

きますと先にお話しいただいた方のマ

イクの電源が自動的に切れるようにな

っております。なお、進行を進めていた

だきます議長のマイクは常時つながっ

た状態になっておりますので、よろしく

お願いいたします。 

それでは増田会長、お願いいたしま

す。 

●増田会長 

 皆さん、公私何かとご多忙のところ、

ご出席を賜りまして、厚くお礼申し上げ

ます。また、平素は本審議会の運営に対

しまして、格段のご支援、ご協力を賜り

重ねてお礼申し上げます。 

今年の５月は全国各地で最高気温も

最高だし、最低気温も最低を記録したみ

たいな非常に極端な天気になっており

ますけれども、緩やかに議論を進めてま

いりたいと思いますのでよろしくお願

いしたいと思います。 
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それでは、事務局より、所定の報告を

お願いしたいと思います。よろしくお願

いしたいと思います。 

●事務局（野口） 

定足数の確認についてのご報告をい

たします。 

 本日の出席委員は、委員１８名中１５

名でございます。過半数に達しておりま

すことから、箕面市都市計画審議会設置

条例第６条第２項の規定により会議は

成立いたすものでございます。 

なお、池田委員、小枝委員、中嶋委員

より欠席する旨のご連絡がありました

ことを併せてご報告申し上げます。以上

でございます。 

●増田会長 

はい。ありがとうございました。それ

では引き続きまして、担当部長さんより

ご挨拶の申し出がありましたのでお受

けしたいと思います。よろしくお願いし

たいと思います。 

●中井部長 

どうも皆さんおはようございます。本

日は、審議会を開催させていただきまし

て、皆さんたくさんご出席をいただきま

してありがとうございます。平素は、行

政諸般に渡りまして一方ならぬご指導、

ご鞭撻をいただいておりますことを重

ねて厚くお礼を申し上げます。 

本日の案件でございますけれども、お

手元にご配布させていただいておりま

す議案書の方にですね、箕面森町地区の

都市計画変更の検討状況についてご報

告させていただくということでこれに

つきましては、もうすでに、新聞報道等

でご覧いただいている方もいらっしゃ

るかという風には思いますが、止々呂美

の森町の、止々呂美東西線、止々呂美吉

川線の交差エリアで新たにスポーツ系

の大学を誘致していくというような土

地利用の方針が固まってまいりました。

それを受けまして、我々の方で詳細な土

地利用のルールについて検討を進めて

まいりました。一定、そのルールの内容

がまとまりましたので、今日ご報告をさ

せていただきたいという風に考えてい

るところです。 

今日ですね、ご報告をさせていただい

たのち、所定の手続きを踏んでですね、

最終的には改めて諮問という形をとら

せていただこうという風に考えており

ますので、今日、委員の皆さんの慎重審

議をぜひお願いをいたしまして、はなは

だ簡単ではございますけれども私のあ

いさつとさせていただきます。よろしく

お願いいたします。 

●増田会長 

はい、どうもありがとうございまし

た。ただいま、部長さんのご挨拶にもあ

りましたように、本日の案件は、報告案

件一件についてご審議いただく予定で

ございます。おおむね 11 時過ぎぐらい

を目途に終了したいと考えております

ので、皆さんの方でご協力をお願いした

いと思います。 

それでは、案件１「箕面森町（水と緑

の健康都市）地区の都市計画変更の検討

状況について」を議題としたいと思いま

す。これは報告案件でございます。説明

のほどよろしくお願いしたいと思いま

す。 

 

案件１ 箕面森町（水と緑の健康都

市）地区の都市計画変更の検

討状況について【報告】 

 

●市（まちづくり政策課 上岡担当主

査） 

＜案件説明＞ 
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●増田会長 

はい、ありがとうございました。何か

ご質問、あるいはご意見等ございますで

しょうか。いかがでしょうか。 

はい。神田委員どうぞ。 

●神田委員 

１－１５の所に、グラウンド等に必要

な照明施設は周辺環境に十分配慮する

という書き込みがなされていますけど

も、特に山の中に突然、忽然と拓けたま

ちができていますから、そういう意味で

は、そこで大規模な夜間照明がたかれる

と、かなり、昆虫等の生き物が引き寄せ

られるという可能性が高いと思うので、

その辺についてはどういう風にお考え

になったのか、特に貴重種と言われる様

な生き物がいるかどうか、その辺の配慮

があるのかどうか、それも含めてちょっ

とご説明いただきたいのですが。 

●松政課長 

まちづくり政策課の松政と申します。

よろしくお願いします。今の神田委員の

ご質問なんですけども、照明に関するご

質問がございました。この照明につきま

しては、現在、景観計画の段階では十分

に配慮するという表現で、今後、詳細に

ついては、建設の協議の中で考えていく

ということになるのですが、因みにこの

学校法人なんですが、他の市にもグラウ

ンドを持っておりまして、そういう中で

の照明の条件とかいうのも把握してお

りますので、その辺も含めまして今後の

詳細協議の中では対応してまいりたい

という風に考えております。以上です。 

●増田会長 

 はい。よろしいでしょうか。神田委員

どうぞ。 

●神田委員 

都市部というかまちなかでの施設で

はなくて、本当にもう、忽然と山の中に

現れるまちの中での施設ということで、

そういう点では、自然と住宅に与える影

響も当然ですが、最初に言っていますよ

うに、周辺の生き物等に与える影響とい

うのがやっぱり大きいと思うんで、その

辺の件については特段配慮していただ

きたいという風に思います。以上です。 

●増田会長 

ありがとうございます。他いかがでし

ょうか？ 

ちょっと、私の方から１、２点確認を

しておきたいのですが、区域を見ると、

今回の区域と区画整理事業との間に隙

間が発生していますよね？南側といい

ますか、南西の所に。それが一低専のま

ま残るような形で隙間が発生しますよ

ね、そこの都市計画とか具体的な土地利

用というのはどういう風な見込がある

のかということを少し確認をしておき

たいのですが。 

●松政課長 

今、増田会長がおっしゃられた土地な

のですが、事業計画上は緑地という位置

づけになっております。ただ、大きな方

向性としては緑地という位置づけはあ

るのですが詳細な維持管理につきまし

ては、今後、事業者の方で、大阪府、あ

るいは箕面市と協議して決めていかな

ければならないこともありますので、ま

だ現在協議中という事で今は置いてあ

るという状況です。 

●増田会長 

あそこに、一低専ですけど住宅が建つ

という状態ではないという事ですね。 

●松政課長 

それはありません。 

●増田会長 

はい、わかりました。それともう１点、

これは直接都市計画と関わりませんけ

れども、地域交流とか地域活性化という
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事で、市と大学とで包括協定的な事をさ

れるんでしょうかね？ 

●前田副理事 

地域創造部副理事の前田の方からお

答えいたします。 

既に、新聞等で報道はされております

けれども、約１年間の協議を大阪府と履

正社でやってまいりまして、この４月２

５日に甲乙丙、いわゆる学校法人履正

社、ならびに箕面市、箕面市教育委員会

この三者で基本合意書を締結させてい

ただきました。この合意書の中には概ね

７つほどあるんですけれども、１つは学

校で行う授業を学生だけでするのでは

なく地域に開かれた交流や、あるいは公

開セミナー等の開催を甲乙丙で協議検

討して開催していきましょうという事

でありますとか、スポーツ系の大学でご

ざいますので子ども向けのスポーツ教

室あるいは、スポーツ講座をこの大学で

やっていきましょうという事で広く地

域住民の皆様に開かれた大学としてや

っていくという事も合意文書にかかれ

ております。また、一方、それはまあ、

知的財産に対する大学機能の活用でご

ざいますが、当該大学はスポーツ系の大

学ですので、サッカー場あるいは野球場

あるいは広いグラウンド、テニスコート

等、スポーツに関係する施設が今後造ら

れていくという事で、これを市民に開

放、あるいは市民活用ができるような、

そういう風な事も検討していきましょ

うという風なこと、あるいは、大学図書

館が設置されなくてはなりませんので、

その図書館に関しましても、箕面市民が

活用出来るような、そういう方策を探っ

ていきましょうという風なことが、大学

と箕面市と箕面市教育委員会で合意で

締結がされております。以上でございま

す。 

●増田会長 

はい、分かりました。多分、これから

の大学といいますか、今の大学というの

はやはり地域との連携という形で成立

をしたり、運営されていくということで

すので少し確認をさせていただきまし

た。ありがとうございました。 

他何かご質問、はい。滝口委員。 

●滝口委員 

すみません。滝口の方から質問させて

いただきます。今回、教育施設地区とい

う形でここに誘致、大学のその面積がど

れくらいなのかちょっと理解できてい

ないままの質問ですみませんが、大学誘

致という事になりますと、学生の下宿と

いうか住まいが当然ある程度予定とい

うか受け入れられる態勢が必要かなと

思っています。従前、戸建て住宅をメイ

ンにした地区だと理解はしていますけ

れども、今回の教育施設地区という指定

だけでそのあたりも対応は可能である

というようなご理解だということでい

いのでしょうか。 

●増田会長 

 はい、いかがでしょうか。はい。 

●前田副理事 

先程の報告でしたら、当該施設内、敷

地内に寄宿舎は OK よという風な報告で

あったんですけれども、実はそれ以外に

森町地区、あるいは旧止々呂美地区には

学生が住まれる様な、いわゆるワンルー

ムマンション、あえて申し上げますなら

ば、ワンルームマンションの様なものが

ございませんので、我々が大学側と協議

を現在やっておりまして、先程の基本合

意書とは別に学生の住む所をどうする

のかということも協議をしております。

学生が住むにあたっては、一番大事なの

は学校に対する交通アクセスが良いと

いうこと、２つ目にはバイトができると
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いう風なこと、そういう風なところに学

生は沢山住むよという様に言われてお

ります。箕面市内には、以前、大阪外大

があったんですけれども、それが大阪大

学と併合する事によって、当該地域周辺

のワンルームマンションが非常に空き

家が多いという風なことも聞いており

ますので、私たちは大学に対しまして、

学生にできたら箕面市内のその様な所

に下宿といいますか住むように斡旋し

てもらえないだろうかという風な所も

含めて現在大学と協議をやっておると

いう風な状況でございます。以上でござ

います。 

●増田会長 

よろしいでしょうか。先程、松村委員

も手を挙げていただいておりましたの

で。 

●松村委員 

すみません。先程の質問にも関連する

かと思いますけれども、今回の教育施設

という用途が具体的に決まったことに

よってその周辺の地域ですね、土地利用

のルールの変更というのは考えておら

れますでしょうか。 

●増田会長 

 はい。いかがでしょうか。 

●松政課長 

森町の場合もそうなんですが、土地利

用がはっきりしたエリアを限定的にや

っていっているという事で、今の所この

教育施設地区を設定したという事によ

って、すぐに周囲に何か変更があるかと

いうことはいまの所想定しておりませ

ん。 

●増田会長 

 はい。いかがでしょうか。 

●松村委員 

今回、ある種特殊な土地利用の具体的

な決め方をされていると思うんですけ

ども、ということは、その教育施設が来

ることによって、そこに来る学生たちが

どういう風なライフスタイルを送るの

かと、先程の質問でいうとどこに住むの

かという話もありましたけれども、どこ

で昼ごはんを食べたりとかという事も

考えてあげないと、増田会長もおっしゃ

っていた様な地域に開かれるという所

では難しいんじゃないかなと。で、例え

ばで申し上げますと、大阪大学の吹田キ

ャンパスですね、最寄りの駅は北千里な

んですけれども、北千里から大阪大学の

間というのは第一種中高層だったと思

いますけれども、用途地域が決まってい

ますので、ある意味店舗が非常に建ちに

くいというか、建たないような状況で

す。ということは、阪大が、あそこの土

地に来て４０年経っていますけれども、

それでも一向に学生街というのが形成

されないわけですね。という事は地域に

全くお金が落ちなかったりとかいうよ

うな状況というのがありますので、もし

も、今回の教育施設の学生というものを

契機にしてこの地域の活性化をはかっ

ていこうというような観点で言うなら

ば、当然住民とその教育施設の交流とい

うのも１つの重要な柱ですけれども、そ

れと共にそこの中央のエリアですね、の

ところの商業活性化ということ非常に

重要な要素ではないかなと思いますの

で、そういう観点から一度チェックされ

た方がいいのではないかなという風な

ことを思いました。コメントです。 

●増田会長 

はい。ありがとうございます。他いか

がでしょうか？ 

多分、センター地区であったり、計画

１と言われている、あるいは沿道地区２

とかですね。そのあたりの考え方みたい

なところが連動すれば非常に良い方向



- 6 - 

に展開していくのではないかというよ

うなことではないかと思います。 

●前田副理事 

先程の委員は何も答弁を求めておら

れませんが、現在、当該森町地区に大学

予定地の道路を挟んだ北側がございま

すが、ここに生活利便施設を誘致するた

めに現在色々と協議、交渉、話し合いを

行っていると。生活利便施設というのが

何かと言いますと、スーパーマーケッ

ト。最低、スーパーマーケットを擁した

施設を持ってくるということでござい

ます。そうなりますと、当然飲食関係も

そういう風な施設の中についてくるも

のという風に考えておりますし、大学そ

のものが学生食堂という施設を作りま

すので、そこで一定の食事等も提供でき

ると。もう１つ、我々が大学と協議して

おりますのが地産地消という視点で学

生食堂の食べ物を止々呂美地域で採れ

た米や野菜を積極的に活用してほしい

という風なことで経済効果を狙ってい

きたいという風に考えております。 

以上、先ほどのことに関して、今のと

ころまだ決定は得ておりませんですけ

れどもその勢いでやっておるというご

報告を申し上げます。 

●増田会長 

ありがとうございます。他いかがでし

ょうか。はい、弘本委員。 

●弘本委員 

今のご説明にも関連することなんで

すけれども、新しい土地にまちを作って

いくという事で、そこに既に人々がいら

っしゃる訳ではない、周辺にはいらっし

ゃるとしても、というような状況の中で

計画をされているので、どうしても行政

と学校法人と市という三者が中心に議

論されるというのはやむを得ないこと

だと思うんですけれども、そこに今後は

市民が参画していかなければいけない

ですよね。これまでの議論の中でどの程

度市民の参画があったのかという事と、

今後、少し広域にまちづくりというもの

を考えて、それを市民もともに育ってい

くということをしようとすると何らか

の協議の場とかっていうのも必要にな

ってくるかと思うんですけれども、そう

いうものをどんな風に考えていらっし

ゃるのか、ちょっと今日の議論そのもの

から少し広がったところの話になるか

もしれませんが、関わりがないことでは

ないかと思いますので、少し、パブリッ

クコメントとか説明会とかいうだけで

はなくって、自治体としてどのように考

えていかれているのかということ、何か

お考えがあればお聞かせいただければ

と思いますが。 

●前田副理事 

失礼します。今日の都市計画審議会に

は直接関係ないのですが、この間の議論

で申し上げますと、公立学校を造るにあ

たっては、いち早くオープンにし多くの

皆様のご意見をいただき、その中で施設

を造っていくというのが一般的な習わ

しだと思うのですが、今回に関しまして

は私立の学校法人が莫大な資金調達を

してそこに土地を買い建物を建ててい

くという事でございましたので、学校法

人の方からまだこれは意思形成中であ

るので対外的にはまだ公開公表はして

ほしくないという風な申し出もござい

ましたので、我々といたしましてもその

旨を尊重し、そこに対して、あるいは一

般的な公開をしなかったという事でご

ざいます。つきましては、ある種、周辺

地域の皆様方に対しても、どの様な学校

を皆さん方造っていきましょうという

風な協議、議論もされていなかったとい

う事が現実の問題でございます。４月２
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５日に一般的に公開といいますか、しま

したので、今後はいかに大学と周辺住民

の皆様方が協議やっていけるのかとい

う風なシステムを考えていかなくては

ならないと思っておりますし、その一つ

は、私たちとしては、まず先程申し上げ

た様に事業展開で市民がどう入ってい

ただくのか、あるいはスポーツ系の大学

であるので子どもたちの健やかな成長

をそういうスポーツ系大学の中でどの

ように獲得していくのかという風なこ

と、あるいは図書コーナーといいます

か、図書をどういう風に一般市民に、あ

るいはグラウンドを一般市民にどの様

に活用してもらうのかという事を大学

あるいは行政あるいは地元の住民の皆

様方と具体的な課題に関して協議をし

ていく中で、今委員が申されたような大

学を単に地域の中で孤立した存在では

なく、地域の中で支えられる、あるいは

支えていただけるような、そういう大学

を目指していかなくてはならないとい

う風に考えております。それと、箕面市

民が、積極的に、あるいは、箕面市が積

極的に大学の誘致、あるいは学生の住ま

い等を考えることによってせっかく多

くの若者が来ていただくのですので、は

っきり申し上げて川西とかに取られた

くないと、要するに住むところですね。

なんとか箕面に住んでいただきたい。

で、箕面を活性化していただきたいとい

う風なことも願っておりますのでその

辺はご理解をいただきたいという風に

思っております。以上でございます。 

●増田会長 

よろしいでしょうか。他いかがでしょ

うか。特にございませんでしょうか。 

箕面森町にとっては、非常にいい施設

で、うまくこれから展開していけば地域

にとっても市にとってもという事だと

思うんですね。よろしいでしょうかね。  

はい。ありがとうございます。 

それでは一応、今日ご説明をいただき

ました内容に関しては少し地域連携よ

り深く展開してくださいとか、あるい

は、今後の施設建設に伴ってより波及効

果が現れるように検討してくださいと

かいういろんな有効なご助言をいただ

きましたので、その意見を踏まえながら

進めていただければという風に思いま

す。 

今後、本日説明いただいた内容で、今

後パブコメ等の手続きを進めていただ

きたいと思いますのでよろしくお願い

したいと思います。 

一応今日予定しておりました案件は

この一件でございますけれども何かこ

の際ございますでしょうか。特によろし

いでしょうか。事務局の方もその他の案

件はないということでよろしいでしょ

うか。はい。ありがとうございます。 

それではこれですべての日程を終え

たと思います。慎重あるいは活発な意見

交換を賜りましてありがとうございま

した。 

それでは、これをもちまして平成 25

年度第１回箕面市都市計画審議会を閉

会したいと思います。どうもありがとう

ございます。 

 

 


